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生
南
過
程
は
去
両
か
ち
見
れ
ば
、
問
旧
在
る
資
形
的
生
理
諸
要
長
の
結
合
過
程
た
5
級
相
を
持
っ
て
ゐ
る
。
だ
か
ち
、
社
合
的
一
般

意
識
に
於
亡
経
桝
の
本
質
的
任
務
ば
利
刊
の
獲
得
に
あ
る
の
で
は
在
〈
、
生
日
前
入
用
の
充
足
の
矯
の
生
時
と
そ
が
経
桝
の
根
本
意
義

を
成
す
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
や
う
陀
在
っ
て
来
る
と
、
動
も
ず
れ
ぽ
粧
桝
へ
の
枇
合
的
関
心
の
東
貼
は
、
個
別
備
や
貨
幣
白
問
題

か
ら
離
れ
、
人
は
た
だ
車
た
る
物
帝J
的
問
題
の
み
に
犯
意
ず
る
に
至
る
と
い
ふ
傾
向
が
事
賃
上
生
じ
て
来
る
が
内
そ
の
様
原
は
既
に

経
消
の
客
棺
現
象
の
性
格
の
・
中
に
淋
在
し
て
ゐ
る
と
、
い
へ
る
。
し
か
し
、
他
方
統
制
緩
桝
下
で
、
問
中
覗
的
意
志
が
権
力
を
以
て
直
接

に
慣
格
を
公
定
し
た
り
、
或
は
貨
幣
の
集
散
、
増
減
を
任
意
に
支
配
し
得
た
り
す
る
の
が
普
通
事
の
や
ろ
に
た
っ
て
来
る
己
と
が
、

ま
た
酬
明
時
経
消
下
の
質
生
情
意
識
に
よ
っ
て
、
貨
幣
終
術
的
乃
至
は
慣
値
的
問
題
が
著
し
〈
腕
脱
さ
れ
る
傾
同
を
生
巴
来
る
所
以
の

い
は
ピ
経
済
主
鰐
的
原
閃
に
も
な
っ
て
ゐ
る
。
と
も
か
〈
、
戦
時
親
済
下
で
は
、
叉
殊
に
著
し
〈
軍
需
生
理
闘
係
に
於
て
は
人
の
注

意
が
般
に
一
専
ら
物
量
的
、
投
楕
的
問
題
の
方
向
に
の
み
偏
傾
し
て
、
貨
幣
的
乃
至
は
慣
他
的
問
題
の
経
消
的
意
義
は
、
甚
し
〈
軽

脱
さ
れ
勝
に
な
る
と
い
ム
の
が
事
貨
で
あ
る
。
じ
か
し
、
か
〈
の
如
き
息
考
傾
向
は
、
貨
は
た
だ
職
時
経
怖
の
表
而
形
態
の
み
に
提

へ
ら
れ
て
そ
れ
の
内
商
的
貿
貧
を
忘
れ
て
ゐ
る
皮
相
の
意
識
に
過
ぎ
た
い
の
で
あ
る
。

軍
需
企
業
の
生
産
カ
と
情
算
牲

王



軍
需
企
業
白
生
産
力
と
清
算
性

六

い
っ
た
い
現
代
の
岡
民
経
済
的
総
生
町
構
遣
の
車
位
的
過
程
た
る
企
業
的
生
産
過
程
は
、
生
産
一
般
O
特
質
的
契
機
た
る
物
的
、

伎
術
的
過
程
の
み
か
ら
成
る
の
で
は
な
〈
、
他
而
忙
と
れ
と
表
裏
一
慢
に
抱
き
合
っ
て
貨
幣
経
済
的
側
面
が
そ
と
に
内
包
さ
れ
て
ゐ

る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
企
業
的
生
産
遁
程
の
現
代
経
神
的
某
礎
保
件
に
在
っ
て
ゐ
る
。
己
己
に
企
業
的
生
産
過
程
の
貨
幣
経
済
的

側
面
と
は
.
生
産
の
用
意
及
び
賛
行
に
制
約
さ
れ
る
と
と
に
基
き
企
業
が
外
部
に
劃
し
て
捲
ふ
に
至
る
様
々
な
る
形
態
の
貨
幣
的
支

概
要
請
を
、
企
業
が
自
ら
支
燐
手
段
を
準
備
し
て
と
れ
に
よ
っ
て
底
解
し
解
決
す
る
現
象
の
と
と
に
他
危
ち
た
い
。
そ
の
貨
幣
的
支

挽
要
請
と
い
ム
止
と
ろ
の
も
の
は
、
車
に
法
律
的
形
態
の
要
請
の
み
を
い
ム
の
で
は
左
〈
、
経
日
仲
百
経
神
的
捌
係
か
ら
企
業
の
存
す
百
咋

件
と
な
る
べ
き
凡
て
の
支
梯
要
請
が
そ
れ
に
含
ま
れ
て
来
る
。
企
業
の
生
活
上
に
、
か
く
し
て
支
梯
要
請
に
封
ず
る
支
挑
準
備
と
い

ム
相
掛
閥
係
を
以
て
現
は
れ
る
企
業
の
生
品
川
能
力
の
と
と
を
、
企
業
の
清
算
性

2
h
E
5
4
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
己
の
意
味
の
清
算

性
は
、
企
業
的
生
産
の
資
現
に
針
ず
る
貨
幣
経
済
的
保
設
傑
件
で
あ
っ
て
、
た
と
へ
人
の
注
志
が
物
量
的
、
技
術
的
問
題
の
み
に
偏

何
寸
る
職
時
経
桝
下
に
あ
っ
で
で
も
、
各
筒
企
業
に
於
け
る
生
産
の
具
欄
的
内
容
が
己
れ
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
と
い
ふ
世
帯
礎
的
事

怖
が
存
在
す
る
己
と
白
帽
に
は
、
何
等
の
向
型
化
も
起
つ
て
は
ゐ
友
い
。

此
の
小
稿
は
、
最
近
年
に
於
け
る
我
同
軍
需
生
詑
の
蜘
大
増
強
の
治
水
過
程
に
現
は
れ
た
企
業
の
清
算
性
の
生
時
制
約
的
意
義
を

反
省
し
、
軍
需
生
直
の
精
強
過
程
に
於
け
る
現
段
階
的
重
大
限
路
由
一
が
貨
幣
粧
神
的
角
度
の
蹴
野
に
見
出
さ
れ
る
と
と
を
指
摘
し

よ
号
と
す
る
の
で
あ
る
。
己
と
に
軍
需
企
業
!
と
は
、
必
し
も
軍
需
合
刑
法
閥
係
の
法
令
的
規
定
に
従
へ
る
概
念
で
は
た
〈
、
直
接
又

は
間
接
に
、
主
と
し
て
重
要
注
る
軍
需
針
象
物
資
の
生
産
に
任
中
ろ
企
業
を
意
味
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。

軍
需
生
産
力
増
強
賃
現
の
直
接
僚
件
と
我
闘
賞
際
施
策
の
重
結



生
産
物
の
妓
用
種
類
か
ら
見
売
る
一
定
生
産
部
門
の
生
産
能
力
が
絶
封
的
規
模
忙
於
て
褒
展
的
忙
増
強
さ
れ
得
る
が
盛
に
は
、
直

接
白
保
刊
と
し
て
、
寓
社
内
生
産
部
門
上
に
そ
の
生
産
要
素
に
閲
し
て
次
回
二
つ
の
愛
化
が
同
時
忙
競
合
し
て
か
、
或
は
そ
白
執
れ
か

一
方
が
間
単
調
に
て
か
、
起
つ
で
来
る
必
要
が
あ
る
。
生
産
要
素
に
闘
す
る
礎
化
を
侠
っ
と
と
た
く
し
て
生
産
能
力
上
の
愛
化
が
起
り

作
』
さ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
そ
の
傑
件
の
一
は
笛
該
生
産
部
門
へ
の
所
要
生
産
要
素
流
入
量
の
増
加
で
あ
る
。
殊
に
基
礎
的
意
味

の
傑
刊
と
し
て
は
、
間
定
的
生
産
要
素
投
用
の
長
的
靖
加
が
越
ら
た
け
れ
ば
左
ら
ぬ
。
そ
れ
と
流
動
的
生
産
要
素
投
用
量
増
加
と
の

関
係
を
見
る
に
‘
後
者
が
前
者
に
伴
っ
て
併
行
的
に
現
は
れ
で
、
絶
針
的
生
産
能
力
琳
強
賞
現
の
傑
件
を
完
成
す
石
揚
合
が
、
護
展

的
生
照
増
強
貫
現
の
本
格
的
叉
は
根
本
的
俳
誌
を
意
味

f
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
続
期
保
件
的
現
象
と
し
て
は
、
問
定
設
備
的
生

4

川
市
官
主
定
の
前
提
に
於
で
流
動
的
生
直
要
素
の
み
の
投
用
金
が
増
加
せ
し
め
ら
れ
、
所
謂
経
替
又
は
企
業
白
操
業
度
増
加
の
形
態

に
於
て
生
官
力
の
明
強
が
起
る
揚
合
も
あ
る
。
た
だ
、
か
も
ゐ
る
形
態
の
生
産
力
増
強
凸
賓
現
が
一
般
に
桜
め
て
狭
〈
限
界
さ
れ
た
範

悶
に
於
て
可
能
で
あ
り
、
従
っ
て
寅
際
の
問
題
と
し
て
見
れ
ぽ
、
流
動
的
生
産
要
素
投
用
量
を
増
加
し
て
も
、
最
平
生
産
増
加
は
超

ち
ヤ
、
時
と
し
て
は
率
九
逆
に
生
産
減
ゅ
の
結
果
さ
へ
起
る
己
と
も
あ
る
べ
き
と
と
は
注
意
せ
ね
ば
左
ら
向
。
放
に
、
そ
の
根
抵
の

強
同
た
る
生
産
力
情
強
の
傑
件
と
し
て
は
、
同
定
設
備
的
生
直
要
素
投
用
量
の
増
加
を
快
〈
己
と
が
削
来
危
い
の
で
あ
る
。
同
定
的

左
ろ
も
の
に
せ
上
、
柿
動
的
社
る
も
の
に
せ
土
、
凡
そ
牛
産
要
素
の
投
用
荒
が
-
定
生
直
部
門
に
於
て
増
加
す
る
護
展
現
象
の
生
起

ル
一
必
本
的
に
媒
介
す
る
根
本
的
契
機
は
、
自
由
終
併
に
於
て
と
現
下
統
制
経
桝
開
制
に
於
て
と
に
よ
っ
て
異
る

D

C
あ
る
。
前
者
に

あ
り
で
は
常
設
部
門
に
於
け
る
純
利
潤
額
増
加
可
能
の
見
込
で
あ
り
、
後
者
に
あ
り
て
は
、
営
設
部
門
に
封
す
る
国
家
需
要
白
増
加

で
忘
る
。
純
利
刊
紙
附
加
可
能
の
見
込
が
後
の
揚
合
に
意
味
を
有
山
市
一
ぬ
諜
で
は
友
い
が
、
そ
れ
は
決
定
的
制
約
力
を
は
た
ら
く
こ
と

た
〈
、
直
接
に
は
た
だ
閲
家
的
一
江
文
増
加
が
は
た
ら
い
で
企
業
の
生
産
要
素
投
用
且
主
主
増
加
せ
し
め
る
白
で
あ
る
。

、

軍
需
企
業
の
止
底
力
と
清
算
性

/ 

七



軍
需
企
業
内
主
席
カ
ー
と
清
算
性

八

羽
れ
に
し
「
一
も

一
定
生
十
内
部
門
に
投
川
さ
れ
る
生
時
要
七
世
間
一
旦
が
増
加
す
る
た
ら
ば
、

た
と
へ
、
各
生
産
要
或
の
生
南
的
結
賓
皮

そ
の
部
門
の
生
市
力
に
絶
叫
制
的
府
強
を
見
る
と
い
ふ
の
が
貧
際
上
略
ぽ
常
規
の
事
資
的
結
果
で
あ

る
。
右
も
各
生
時
要
素
の
物
景
的
車
位
が
夫
と
の
技
術
的
性
能
に
従
ひ
っ
i
h

は
た
ら
〈
綜
合
的
作
用
の
結
果
と
し
て
、

に
は
改
定
が
趨
ら
な
ぐ
て
も

一
定
の
生
産

物
を
杭
貸
せ
し
む
ろ
技
術
的
貢
献
力
即
ち
所
沼
生
均
係
教
の
逆
敢
に
よ
っ
て
指
示
さ
れ
る
生
市
能
率
は
生
活
塊
悼
の
増
大
に
件
ひ
客

制
的
一
般
現
策
と
し
て
増
加
の
傾
向
を
有
す
る
と
と
は
、
早
〈
か
ら
事
者
の
注
意
し
来
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
と
と
は
経
済
的

帽
明
司
君
川
叫
に
封
し
で
は
生
南
旦
一
札
の
品
川
ー
た
に
作
ふ
費
用
節
約
の
法
則
的
現
象
と
し
て
映
巴
、

約
の
法
則
は
昆
も
遡
切
忙
此
の
現
象
を
指
摘
ず
る
と
し
て
知
ら
れ
亡
ゐ
る
。
帥
ち
、

マ
ー
シ
ャ
ル
の
所
謂
内
部
節
約
及
び
外
部
節

般
に
克
限
度
士
で
は
投
間
生
涜
要
素
量
の
増

加
に
針
し
て
生
時
係
数
減
少
の
現
象
が
附
随
す
る
傾
向
を
認
め
な
け
れ
ば
左
ら
ぬ
。
し
か
し
、
怖
を
の
場
合
に
於
け
る
か
〈
の
如
き

生
岸
川
係
敢

k
の
改
苫
は
、
決
し
て
白
然
的
必
然
性
の
現
集
で
は
た
い
の
で
あ
る
。
時
と
し
て
は
、
生
昂
係
教
の
増
加
が
生
や
る
事
例

も
珍
じ
く
な
い
。
そ
れ
に
も
不
拘
、

{
定
部
門
へ
の
投
用
生
産
要
素
昂
ぬ
増
加
は
貨
際
上
、
附
ぽ
常
規
の
結
果
と
し
て
、
絶
針
的
生

キ
川
力
府
加
の
結
川
引
を
生
十
る
の
で
あ
る
。
生
布
袋
来
の

F
一
的
府
加
の
殻
果
が
生
内
係
放
榊
加
の
放
同
市
を
刺
殺
す
る
の
で
あ
る
。

一
定
生
占
部
門
に
於
け
る
生
活
力
榊
強
の
資
現
が
貸
さ
る
べ
き
也
峻
傑
件
と
し
て
は
、
し
か
し
た
が
ら
、
車
に
前
遁
の
如
き
、
首

説
部
門
へ
の
生
産
要
素
の
投
用
を
量
的
江
増
え
す
る
道
が
あ
る
だ
け
で
は
左
い
。
他
方
に
そ
れ
と
併
行
し
て
、
時
に
は
そ
れ
と
併
行

す
る
と
と
危
ぐ
世
滴
に
行
は
れ
て
さ
へ
も
な
ほ
こ
れ
に
よ
っ
て
蒋
し
く
一
生
町
郁
門
の
生
涼
力
が
情
強
さ
れ
符
べ
き
旺
接
の
逃
が
符

し
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
、
同
定
的
叉
は
流
動
的
在
る
物
的
生
時
要
ょ
に
就
て
の
生
点
係
放
を
低
下
し
、
そ
れ
ら
要
素
の
生
居
能
率
を
向

し
し
、
必
は
そ
れ
と
共
に
従
業
者
持
〈
は
投
用
資
勢
働
市
の
思
位
前
り
生
々
的
武
獄
性
を
哨
進
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
平
易
な

活
主
的
り
て
い
へ
ば
、
各
生
百
一
要
会
使
用
上
の
無
駄
を
省
い
寸
そ
の
殻
果
的
利
用
皮
又
は
4
4
留
り
を
高
め
る
白
で
あ
る
。
た
と
へ
は
、

Marshal1， A.， Principles of Economics， 1916， Book IV Chap. XI 
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合
別
化
の
不
完
全
乃
王
不
熟
練
に
よ
る
非
時
翠
性
、
松
山
山
に
積
と
在
宅
制
料
品
河
内
外
の
原
悶
に
基
い
て
起
呂
終
替
詔
怖
の
脱
出
様
邸

も
従
業
者
下
待
ち
等
々
の
諸
現
制
棋
の
摘
は
生
主
抑
制
防
止
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
夫
々
の
生
原
要
素
の
生
市
川
的
貢
献
性
を
増
進
せ
し
む

る
己
と
が
川
来
る
。
そ
の
榊
進
の
程
皮
は
、
右
の
如
き
各
砲
の
形
態
に
現
は
れ
る
生
岸
川
翠
素
利
用
方
法
上
の
改
善
の
程
度
に
謄
や
る

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
と
も
か
〈
、
ハ
仔
点
す
る
各
町
刊
生
岸
川
県
市
南
の
利
川
可
能
的
作
布
団
主
が
制
限
さ
れ
て
を
り
、
殊
に
一
定
生
同
川
川
市
門

へ
の
そ
れ
ら
生
必
要
点
の
現
貨
品
聞
は
盟
主
が
・
況
の
利
用
可
能
的
存
出
量
の
限
界
に
近
づ
き
つ
、
あ
る
際
に
於
て
は
、
そ
の
上
に
も
友
ほ

叫
清
さ
れ
る
常
持
郎
門
の
生
六
時
力
晴
強
の
資
現
に
品
目
し
て
、
各
種
生
中
市
町
案
内
殺
処
的
利
用
度
又
は
生
注
的
殻
翠
を
増
進
せ
し
む
る

と
と
は
、
同
閉
め
て
現
質
的
に
し
て
日
つ
有
力
確
貨
在
る
山
故
燦
件
と
友
る
の
で
あ
る
。

己
丹
生
南
研
究
誕
の
投
率
榊
迭
と
い
ふ
生
産
力
靖
強
旅
件
の
資
現
を
媒
介
す
る
過
程
の
形
式
に
は
二
つ
あ
っ
て
、
そ
の
中
で
-
生
岸

部
門
金
特
叉
は
一
向
単
位
金
泥
内
に
於
け
る
生
時
延
長
投
問
H
M
殊
に
判
定
設
備
的
姿
お
の
規
模
靖
大
に
伴
っ
て
生
産
要
素
の
殻
率
増
進

査
し
、

生
政
要
素
を
慣
値
経
済
的
角
度
か
ら
視
自
主
'
る
揚
合

位
、
間
単
位
生
涯
物
岱
り
生

m突
は
一
南
北
組
織
範
問
の
生
庁
長
的
規
模
済
〈
は
企
業
の
同
定
資
本
的
域
協
の
増
大
に
随
っ
て
、
相
営

そ
れ
ほ
ど
生

最
も
一
般
的

恒
常
的
在
る
場
合
で
あ
る
。

が
畑
地
る
と
い
ふ
の
が

花
氏
範
闘
の
限
界
に
ま
で
低
下
し
て
行
〈
こ
と
が
洲
論
的
に
は
法
則
的
現
象
と
し
て
認
掴
め
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、

十
咋
委
主
の
生
応
的
規
率
乃
宅
生
司
係
故
が
生
内
山
規
模
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
己
と
の
一
般
的
側
向
は
頴
著
で
あ
る
。
し
か
し
、
現

貨
の
場
合
に
就
て
具
鰐
的
問
察
を
行
ふ
た
ら
ば
、

4

定
生
A

川
部
門
の
生
濯
貨
献
が
問
問
民
経
済
的
範
聞
の
全
慌
に
刈
て
見
で
、
或
は
又

筒
と
の
企
業
に
就
て
見
て
、
常
に
必
然
的
に
、
末
々
の
興
へ
ら
れ
た
る
生
保
規
模
の
詐
す
限
界
ま
で
生
直
一
諸
要
素
の
生
産
一
的
校
卒
を

v
d
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改
善
し
、
従
っ
て
生
琉
係
教
を
引
下
げ
て
ゐ
る
認
で
は
た
い
。
査
し
、
所
諮
規
模
に
よ
る
節
約
の
法
則
は
、

一
つ
の
可
能
的
又
は
品
川

在
的
傾
向
砂
一
諮
る
ん
一
見
る
べ
き
も
白
で
あ
つ
で
、

そ
の
可
能
性
又
は
淋
在
性
の
寅
現
を
媒
介
す
る
も
の
は
簡
を
白
具
樟
的
揚
合
に
於

け
る
現
震
の
組
織
的
及
び
貸
行
的
努
力
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
努
力
内
放
果
的
資
践
の
可
能
が
規
模
に
よ
る
節
約
の
法
則
に
よ
ワ
て
掘
は
れ
て
ゐ
る
の
だ
が
、
現
貨
の
生
産
生
活
忙
於

け
る
合
理
化
の
努
力
は
、
種
と
の
摩
擦
的
契
機
に
妨
げ
ら
れ
て
、
夫
々
の
規
模
に
胞
や
る
可
能
白
極
限
ま
で
自
己
成
績
の
寅
現
を
追

求
し
て
行
っ
て
ゐ

Z
誇
で
は
左
い
。
此
の
故
に
岡
氏
経
術
的
金
範
悶
陀
就
て
見
て
も
、
ま
た
簡
を
の
企
業
に
就
て
見
で
も
、
同
「
の

生
点
内
規
問
問
忙
於
け
る
生
売
諸
要
素
利
用
上
の
能
率
は
、

検
め
て
多
様
の
程
度
に
岐
れ
、
又
一
企
業
に
し
て
規
模
に
愛
り
た
〈
、
た
だ

時
間
的
陥
り
そ
泣
い
て
生
必
要
素
利
用
能
率
の
改
苦
を
生
や
る
場
合
が
あ
り
得
る
り
で
あ
る
u

か
〈
し
て
我
々
は
、

一
生
産
部
門
に

於
け
る
生
産
力
増
強
を
貸
す
直
接
保
件
と
し
て
は
、
間
取
に
、
そ
の
部
門
へ
の
生
産
制
古
来
投
用
量
の
増
加
と
い
ふ
己
と
白
み
を
阜
ぐ
べ

き
で
は
左
〈
、
別
に
た
ほ
生
理
規
模
と
は
別
の
倒
立
傑
刊
と
し
て
は
た
ら
〈
と
と
ゐ
の
、
生
産
諸
要
素
使
用
と
の
妓
率
改
善
の
工
夫

と
い
ふ
張
主
令
一
指
摘
せ
ね
ば
た
ら
ぬ
。
執
れ
に
し
て
も
‘
生
車
川
諸
斐
誕
の
生
産
的
殻
率
の
増
進
は
、
生
産
増
強
の
目
的
に
到
し
て
生

λ

川
市
刊
要
素
投
用
量
榊
加
と
相
在
ら
ぷ
第
二
の

ι佐
保
件
と
し
て
荒
川
帆
さ
れ
h
H

ば
な
ら
ね
。
我
図
現
下
の
事
態
か
ら
見
て
、
此
の
意
味

の
生
涼
榊
弼
の
資
現
は
、
殊
忙
側
め
て
吊
山
へ
た
現
質
的
意
義
を
有
し
て
ゐ
る
。

以
上
に
於
で
我
々
は
一
定
生
丙
崎
門
に
於
け
る
絶
針
的
生
尽
力
の
増
強
を
脱
走
す
る
直
接
傑
性
が
二
つ
の
方
面
花
見
出
さ
れ
る
と

一
般
的
形
式
に
於
て
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
、
満
洲
事
費
、
支
那
事
媛
、
開
和
十
六
年
の
日
米
経
済
断
交
、
大
東
斑

吸
弔
と
聞
を
軍
ね
ナ
一
連
続
的
に
起
っ
た
国
際
的
責
大
事
円
の
勃
由
貿
を
契
機
に
し
て
、
累
進
的
、
加
速
度
的
に
渡
展
し
来
た
れ
る
最
近

と
を
、

十
数
年
間
の
我
関
軍
需
生
産
力
情
強
の
遁
求
過
程
に
於
て
、
官
民
の
費
際
的
施
策
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
た
手
段
は
、
右
の
二
方
面
の



直
接
傑
件
中
で
そ
の
執
れ
の
も
の
に
主
た
る
重
黙
を
置
か
れ
た
る
も
白
で
あ
ら
う
か
。
勿
論
、
主
観
的
に
は
生
産
要
素
投
用
量
の
増

刷
と
生
主
庄
司
県
主
の
生
活
的
投
察
増
加
と
の
二
保
件
中
の
訣
れ
か
一
を
特
に
強
調
す
る
態
度
が
採
ら
れ
た
と
し
て
も
、
賞
際
の
客
観
的

結
果
と
し
て
は
相
来
噛
制
し
て
少
〈
と
も
或
る
程
度
に
は
他
方
の
傑
件
が
共
に
成
立
し
、

こ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
際
直
接
に
意
闘
し
た
以

仁
に
生
産
増
強
が
貨
現
し
得
ろ
可
能
性
の
あ
る
と
こ
は
、
一
一
つ
の
生
内
情
強
保
件
の
共
同
的
建
閥
性
に
就
て
前
週
指
摘
し
た
と
と
ろ

か
ら
も
明
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
資
際
的
施
策
を
巨
視
的
な
識
に
卸
し
て
見
れ
ば
、

二
つ
の
保
件
中
の
執
れ
か
一
方
の
も
の
に
偏
し

て
軍
拡
が
沿
か
れ
、
他
万
は
附
随
的
に
取
扱
は
れ
る
か
或
は
極
め
て
純
刷
さ
れ
、

こ
れ
に
よ
っ
て
寅
際
的
施
策
白
具
閥
的
構
造
が
規

一
応
さ
れ
る
と
い
ム
の
が
、
事
費
現
象
の
普
通
の
布
り
右
で
あ
る
。
端
的
忙
い
っ
て
、
最
近
十
数
年
間
に
現
は
れ
た
我
閣
軍
需
生
産
力

榊
彊
追
求
の
努
力
過
程
に
於
て
は
、
軍
需
生
南
部
門
へ
の
各
種
生
必
要
指
投
用
品
帆
の
掠
大
増
加
と
い
ふ
方
閣
の
直
接
傑
件
の
み
が
意

議
的
に
荒
川
附
さ
れ
、
重
貼
的
手
段
と
し
て
採
用
さ
れ
た
と
せ
ね
ば
友
ら
由
。
経
済
政
策
と
し
て
の
立
法
及
び
行
政
的
努
力
も
、
ま
た

民
間
の
各
筒
企
業
的
努
力
も
、
甲
車
中
市
生
産
力
の
情
強
と
い
へ
ば
、
偏
に
世
議
部
門
に
針
し
て
諸
所
要
生
底
要
議
投
用
量
を
増
加
損
大

す
る
と
い
ふ
己
と
以
外
に
ま
た
他
の
有
力
在
方
没
な
し
と
し
て
ゐ
る
の
で
は
一
泣
い
か
と
外
部
か
ら
は
想
は
れ
ざ
る
を
得
左
い
程
ま
で

に
、
主
力
を
己
の
方
面
の
保
件
的
手
段
の
寅
施
に
向
っ
て
傾
注
し
て
来
た
の
は
事
箆
で
あ
る
。
凡
そ
現
代
械
に
於
け
る
軍
需
生
産
部

円
と
い
ふ
べ
き
生
産
部
門
の
生
産
力
は
、
従
来
の
我
間
経
済
構
成
及
び
資
源
欣
態
に
制
約
さ
れ
て
、

己
れ
を
重
要
産
業
闘
の
そ
れ
に

比
按
ず
れ
ば
一
般
に
淫
に
後
れ
て
来
て
を
り
、
山
山
は
著
し
〈
小
規
模
乃
至
未
描
棋
連
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
自
給
力
の
快
陥
を

そ
れ
ち
陀
閥
ず
る
侵
宏
産
業
同
か
ら
の
峠
入
依
存
に
よ
っ
て
補
強
す
る
と
い
ふ
の
が
我
圃
軍
需
充
足
政
策
の
方
式
で
あ
っ
た
。
外
闘

依
有
否
一
居
的
搬
に
い
へ
ば
敵
性
図
依
存
と
い
ふ
D
が
そ
の
性
格
で
あ
っ
た
。
然
る
に
闘
際
欣
勢
白
急
蓮
田
綱
者
な
る
除
悪
化
は
輸
入

の
不
安
定
を
強
想
せ
し
む
る
の
み
た
ら
や
、
間
防
の
自
立
性
隊
保
の
前
提
と

L
て
は
絶
封
的
見
地
か
ら
、
そ
れ
ら
物
資
の
自
給
生
産

一一一一一

軍
需
企
業
町
生
産
力
と
清
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的
来
礎
を
確
立
す
る
こ
と
が
岡
一
生
的
急
務
を
な
す
に
五
っ
た
G

加
ふ
る
に
、
中
へ
東
川
官
職
争
の
勃
議
以
後
は
敵
闘
に
於
け
る
軍
需
物
資

抽
引
用
の
開
係
か
ら
、
相
針
的
に
も
訴
を
各
種
軍
需
生
南
力
の
急
速
な
る
前
閥
的
情
引
が
、
同
家
的
緊
急
要
消
化
し
て
来
る
と
と
に
左

っ
た
の
で
あ
る
。
現
血
友
ほ
こ
の
要
請
は
ひ
た
ぶ
る
に
激
化
し
両
度
化
し
で
来
る
ば
か
り
で
、
国
運
は
偏
に
此
D
要
請
の
寅
現
如
何

に
か
L

る
と
さ
れ
て
ゐ
る
有
様
で
あ
る
。

さ
て
、
か
i
h

る
事
態
の
中
で
今
日
ま
で
の
我
凶
軍
需
生
高
力
情
強
追
求
の
過
程
に
於
て
、
民
間
企
業
者
が
重
腕
し
て
争
ひ
趨
っ
た

具
間
的
方
向
は
、
主
と
し
て
企
業
の
新
設
、
工
場
、
事
業
揚
の
新
設
、
摘
民
と
い
ふ
と
と
で
あ
っ
た
。
既
存
設
備
の
活
用
高
度
化
へ

、

の
努
力
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
課
で
は
た
い
が
‘
そ
れ
も
流
動
的
生
町
要
素
の
投
用
に
就
て
は
徒
に
量
的
大
規
模
化
を
求
め
る
に
止
ま

り
、
そ
れ
の
生
内
的
殺
率
増
加
に
封
ず
る
街
倒
的
努
力
に
は
、
見
る
べ
ぎ
も
の
が
桜
め
て

φ
左
か
っ
た
。
勿
論
、
軍
需
生
産
の
可
及

的
最
Ja
同
叶
弧
の
課
題
が
、
各
種
生
産
要
素
の
岡
氏
経
済
的
在
一
帥
の
中
か
ら
、
白
骨
hc

多
〈
の
部
分
を
軍
一
同
市
生
理
部
門
へ
持
、
活
用
す
る

と
と
、
印
ち
枇
時
経
桝
的
開
業
再
編
成
の
要
請
を
提
起
し
て
来
る
己
と
は
必
然
の
成
行
で
あ
る
の
で
冶
る
。
左
ほ
、

E
の
要
請
が
摩

僚
な
く
込
建
に
解
決
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
て
、
同
友
は
閉
山
力
を
背
景
に
し
て
、
各
方
岡
の
売
業
再
編
成
の
矯
に
具
観
的
左
る
形
態
で

立
入
っ
た
純
情
指
導
を
行
ム
に
至
っ
た
の
で
あ
る
a

ま
と
と
に
最
近
松
年
の
飛
躍
的
な
る
我
凶
統
制
経
済
の
褒
展
は
、
関
民
経
怖
の

安
定
を
維
持
し
っ
、
現
代
的
軍
需
生
産
力
の
急
速
な
る
飛
躍
的
増
弧
を
資
現
せ
ん
と
す
る
国
家
目
的
が
木
質
的
原
閃
と
し
て
は
た
ら

い
た
政
治
作
矯
的
現
象
で
あ
る
の
で
あ
る
。

π的
左
右
構
成
的
契
機
と
た
っ
て
来
た
の
で
あ
る
が
、

支
那
事
時
世
後
に
豆
つ
て
は
、
我
が
国
民
絞
岨
仰
の
構
成
過
程
に
於
て
、
軍
川
市
生
底
力
抑
制
売
強
化
の
図
家
的
労
力
が
徒
、
、
際
立
っ
て
本

そ
れ
か
ら
の
経
済
統
制
の
改
良
の
跡
を
兵
開
的
に
検
討
す
れ
ば
、
そ
れ
は
殆

ん
ど
市
一
化
事
工
業
的
牢
需
産
業
諸
部
門
へ
の
生
京
諸
要
素
投
用
量
を
念
症
に
増
加
、
抜
大
ず
る
た
め
の
刷
民
経
持
的
再
編
成
を
可
及



的
強
力
且
つ
圃
滑
に
進
行
せ
し
む
る
こ
圭
を
唯
一
の
本
質
的
目
的
に
じ
た
槽
力
的
経
済
指
導
の
過
程
陀
他
左
ち
左
ャ
。
モ
白
山
院
に
於

け
る
岡
安
椛
力
の
鼓
動
は
、
諸
生
市
町
市
宮
市
南
の
問
由
経
神
的
枇
合
流
通
と
私
謀
本
位
的
底
分
と
を
制
限
し
、
又
は
禁
止
し
て
A

国
家
的

必
要
に
嶋
〈
と
と
ろ
の
軍
需
生
産
力
の
急
建
情
強
達
成
を
目
的
に
、
常
設
部
門
へ
可
及
的
多
量
に
各
種
生
雄
要
素
を
流
入
せ
し
む
べ

会
ご
強
制
的
諸
手
段
、
諸
方
策
を
以
て
本
目
的
内
容
と
し
た
も
句
で
あ
っ
た
。
資
質
的
生
産
即
時
来
に
し
て
楠
力
的
統
制
。
針
象
と
左
さ

持
の
問
溜
に
ま
で
及
ん
で
ゐ
る
。

れ
た
も
の
は
人
的
要
業
た
る
劫
持
及
び
技
術
的
能
力
か
ら
、
諸
物
資
、
動
力
等
の
流
通
及
び
使
用
を
粧
て
、
事
攻
自
問
の
開
設
、
維

と
れ
に
闘
す
る
若
干
の
ド
」
必
法
令
を
指
摘
す
れ
ば
、
持
務
調
格
令
、
問
中
校
卒
業
者
使
用
制
限
令
、

工
場
事
業
場
技
館
者
養
成
令
、
国
民
徴
川
令
、
特
定
治
極
月
子
就
業
禁
止
令
等
D
如
き
人
的
張
主
閥
係
の
も
の
か
ら
、
輸
同
入
品
等

に
闘
す
ろ
臨
時
措
世
に
闘
す
る
法
律
に
始
去
り
、
や
が
て
同
宗
総
動
員
法
を
法
礎
と
す
る
紘
物
資
の
生
産
、
使
問
、
消
費
、
配
給
に

闘
す
る
法
令
、
施
設
に
及
ペ
る
物
資
動
員
目
的
の
も
の
を
経
て
、
企
業
そ
の
も
の
の
整
備
に
闘
す
る
法
令
及
ぴ
阻
度
円
行
政
指
導
に

ま
で
及
ぷ
の
で
あ
る
。
と
れ
ら
の
法
令
的
、
又
は
行
政
指
導
的
施
潟
が
本
質
的
契
機
と
な
っ
て
、
最
近
数
年
聞
に
日
本
経
済
の
全
貌

は
軍
需
生
昨
一
の
常
弼
迫
求
を
一
元
的
原
理
と
し
た
る
根
本
的
再
編
成
を
途
げ
る
に
至
っ
た
。
か
〈
て
、
最
近
数
年
間
位
、
己
れ
を
固

民
経
神
的
に
見
て
も
、
金
水
、
的
に
見
て
も
、
我
閣
の
軍
需
生
舟
力
は
閥
民
粧
品
川
的
泉
南
中
か
ら
念
迩
且
つ
厭
倒
的
に
諸
生
産
要
素
を

吸
収
し
て
飛
躍
的
に
そ
の
規
椛
を
椀
大
し
た
の
で
あ
っ
て
、
と
れ
を
意
向
し
た
る
岡
家
的
諸
施
策
の
成
川
町
は
事
賓
の
上
に
明
に
立
詮

さ
れ
門
課
で
あ
る
。
ま
と
と
に
、
か
〈
し
て
常
識
生
商
部
門
に
封
ず
る
生
時
要
素
投
別
量
増
加
と
い
ふ
方
面
陪
趨
っ
て
力
献
を
置
き

た
弓
我
閣
五
時
生
事
力
府
張
施
策
の
痢
乎
た
る
成
果
と
し
て
現
在
の
強
大
た
る
我
同
物
質
的
戦
力
が
寅
現
ず
る
に
至
っ
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
今
敢
闘
と
の
針
比
開
係
か
ち
見
て
、
我
同
軍
需
生
内
力
殊
に
航
本
機
生
布
力
が
更
に
一
段
の
剖
則
的
情
強
を
絶
封
に

市
民
噌
制
さ
れ
る
此
の
際
に
、
と
れ
を
寅
現
寸
る
逝
を
い
っ
告
で
も
た
だ
ひ
と
旬
、
生
可
一
県
素
の
軍
需
生
南
部
門
的
投
別
賞
増
犬
と
い
ム

軍
需
A
R
誌
の
北
陸
力
と
前
算
性

-~ 



定
謂
企
業
内
生
庖
力
と
清
算
性

回

方
向
に
の
み
一
拍
し
ナ
一
求
め
て
ゐ
る
の
は
ム
へ
い
在
る
決
り
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、

一
般
に
生
茂
増
強
の
寅
現
を
約
束
す
る
他
の
一
方
向

を
全
〈
放
渠
し
白
川
硯
す
る
課
で
あ
る
と
い
は
ね
ば
ιな
ら
ぬ
。

と
れ
己
そ
我
が
可
能
的
職
力
情
強
を
我
れ
と
我
が
手
に
よ
っ
で
そ
の
賞

現
を
束
悼
碑
し
制
限
す
る
恐
る
べ
き
利
敵
現
象
で
あ
る
と
せ
ね
ば
た
ら
由
。

生
時
望
者
、
の
一
定
査
が
一
定
生
占
部
門
に
投
川
さ
れ
て
も
、
そ
れ
が
知
何
な
る
生
直
結
果
を
結
賞
す
る
か
は
、
そ
の
生
暗
要
素
の

殺
果
的
利
用
度
に
制
約
さ
れ
る
と
と
で
あ
っ
て
、
決
し
て
投
用
量
の
み
で
一
義
的
に
決
定
さ
れ
な
い
己
と
は
吏
め
て
い
ふ
を
倹
た
た

ぃ
。
従
っ
て
投
用
さ
れ
た
生
高
要
素
が
、
或
は
設
備
、
或
ば
動
的
資
材
、
或
は
人
的
巾
討
中
高
に
し
て
も
、
そ
れ
が
現
貨
に
如
何
な
る
殺

翠
を
以
て
利
用
さ
れ
て
ゐ
る
か
は
、
絶
封
的
生
内
力
榊
強
の
要
請
の
耐
に
立
っ
と
き
、
生
産
要
素
投
用
量
の
問
題
と
共
に
、
同
ピ
〈

民
規
に
検
討
さ
れ
在
け
れ
ば
在
ら
ぬ
と
こ
ろ
の
も
り
で
あ
る
。

既
に
軍
需
生
売
部
門
忙
役
刑
さ
れ
て
ゐ
る
物
的
、
人
的
生
直
要
素
は
現
貨
の
利
則
過
程
で
果

L
て
可
能
的
最
高
度
の
殻
果
を
褒
揮

し
て
ゐ
る
の
で
あ
ち
ろ
か
。
或
は
と
れ
が
投
率
の
岡
際
比
較
は
如
何
左
右
等
位
陀
立
っ
て
ゐ
る
か
。
と
れ
と
そ
は
、
徒
に
生
産
要
素

投
刑
方
向
の
問
題
の
み
に
捉
は
れ
や
、
叫
野
を
姉
力
的
に
展
開
し
て
注
目
す
べ
き
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
が
現
下
の
我
岡
鴨
力
増
強
迫

ポ
過
程
に
於
け
る
本
質
的
契
機
に
慣
ず
る
己
と
は
、
経
闘
の
識
者
が
既
に
必
宇
脅
し
〈
著
限
し
て
ゐ
る
と
己
ろ
で
あ
ら
う
。
各
種
重

要
軍
宮
山
生
南
部
門
医
於
け
る
諸
生
産
川
古
来
、
殊
に
動
的
資
材
及
び
人
的
要
素
の
生
産
残
翠
皮
が
現
に
大
凡
如
何
な
る
欣
態
に
あ
る

か
、
E
れ
を
己
こ
に
具
穂
的
に
示
し
て
批
判
し
が
た
き
は
事
同
仰
の
怯
質
上
止
む
を
得
左
い
と
己
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
我
図
。

鳴
力
物
費
生
煙
上
、
と
の
生
南
諸
嬰
紅
茶
の
生
底
的
曲
川
率
柄
迭
の
問
題
を
続
っ
て
大
い
に
改
善
の
険
地
が
あ
る
己
と
は
、
諸
般
の
事
情

か
ら
判
断
し
て
ゆ
〈
と
も
一
般
的
関
係
上
で
は
明
か
に
断
言
し
得
る
と
と
な
り
で
あ
る
。
今
日
ま
で
も
、
官
民
双
方
の
側
D
上
で
、

生
産
力
増
強
の
契
機
と
し
て
の
一
生
産
諸
妥
素
技
率
度
増
進
と
い
ふ
己
と

E
目
指
せ
る
努
力
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
藷
で
は
決
し
て
在



」
円
。
理
阜
、
被
団
含
及
び
日
本
能
率
協
合
等
の
特
殊
会
集
組
織
の
努
力
陀
し
て
、
此
白
目
的
を
遁
求
ず
る
方
面
白
も
り
に
重
夏
た
意
義

を
有

f
ろ
も
の
が
あ
り
、

父
原
草
位
計
算
制
や
一
般
債
格
報
塊
制
等
の
如
き
制
度
的
方
式
の
形
態
に
於
け
る
諸
工
夫
を
も
こ
己
陀
指
、

摘
し
て
ゐ
か
ね
ば
た
ら
ぬ
。
た
ほ
前
話
せ
る
如
〈
、
生
芯
規
模
の
府
大
が
此
の
閥
係
に
於
て
も
ま
た
、
自
ら
重
要
友
生
産
増
強
的
意

義
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
じ
生
産
靖
強
方
式
で
も
、
と
の
生
産
諸
要
素
使
用
上
の
生
在
的
校
卒
増
迭
の
方
向
に
示
さ
れ

た
る
官
民
の
熱
意
と
関
心
と
を
生
曙
諸
要
素
投
用
量
増
加
の
方
向
に
於
け
る
そ
れ
忙
比
す
れ
ば
、
、
そ
の
問
に
格
段
の
差
異
が
存

ι亡

ゐ
る
己
と
は
疑
が
な
い
。
己
れ
は
一
程
何
に
起
閃
ず
る
の
か
。
政
治
的
、
文
化
的
、
経
消
的
、
技
術
的
諸
事
情
に
し
て
そ
れ
が
己
の

原
閃
で
あ
る
と
い
は
る
べ
き
も
白
が
少
〈
泣
い
と
考
へ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
と
と
で
は
企
業
の
清
算
性
と
い
ふ
鰹
替
経
済
的
現
象
を

格
準
と

T
る
角
度
に
於
て
そ
の
原
因
を
指
摘
し
て
ゐ
き
た
い
と
忠
ふ
の
で
あ
石
。

生
産
増
強
に
針
す
る
清
算
性
の
制
約

企
業
の
清
算
性
と
は
、
そ
の
原
因
の
如
何
に
よ
ら
中
凡
そ
企
業
の
存
立
過
程
に
於
で
殻
生
し
来
る
と
己
ろ
の
そ
の
時
と
の
封
外
的
支

出
岬
の
要
清
を
、
企
業
が
自
ら
の
支
燐
手
段
準
備
に
よ
っ
て
解
決
し
得
る
と
と
を
笠
味
す
る
企
業
の
生
活
能
力
の
義
で
あ
っ
て
、
そ
の

時
と
に
於
け
る
企
業
の
貨
幣
的
支
出
開
要
請
と
貨
幣
的
支
挽
準
備
と
の
針
比
闘
係
を
内
容
と
す
呂
と
E
ろ
の
貨
幣
経
済
的
緊
張
度
と
い

ム
形
態
で
白
ち
を
瀬
現
ず
る
。
か

t
A
Z
意
味
の
滑
算
性
が
生
産
増
強
の
問
題
に
関
聯
し
て
人
の
注
意
を
惹
〈
の
は
、
先
づ
第
一
陀
生

常
時
諸
要
素
殊
に
岡
定
的
設
備
の
投
用
の
増
強
摘
充
と
の
関
係
に
於
て
で
あ
る
。
査
し
、
生
産
諸
要
素
殊
忙
諸
国
定
的
設
備
の
投
用
量

増
加
の
退
求
陀
際
し
て
己
れ
ら
諸
要
素
の
渉
外
的
遁
加
調
達
の
必
要
か
ら
、
企
業
、
は
封
外
的
遁
加
支
携
の
要
請
に
営
面
ず
る
。

E

E

陀
企
業
が
支
梯
手
段
の
遁
加
的
準
備
に
よ
っ
て
己
の
要
請
に
臆
へ
た
解
決
を
た
し
得
友
い
帽
朝
合
に
於
て
、
企
業
の
新
設
、
撰
張
、
操

軍
需
企
業
の
生
産
力
主
清
算
性

宜



府
力H
は
乍寄 宿

E自費
し議
得の
な生
ν、涯
の力
で与

え担ま

六

E
U
で
は
先
づ
何
よ
り
も
企
業
的
生
時
へ
の
新
規
投
費
又
は
迫
加
投
資
が
必
要
前
提
に
た

る
。
と
れ
が
活
け
れ
ば
、
そ
の
際
金
主
は
過
小
又
は
不
足
清
算
性
の
状
態
に
陥
る
の
で
あ
る
白
か
〈
て
、
軍
掃
生
産
の
増
強
を
遁
求

ず
る
官
民
の
努
力
が

殆
ん
ど
唯
一
の
方
注
と
し
て

仲
間
該
部
門
へ
の
生
曜
手
段
投
用
量
の
増
加
を
迫
求
し
来
れ
る
過
程
に
於
て

は
、
宮
民
双
方
が
敦
れ
も
こ
れ
が
貸
幣
経
桝
的
保
件
と
し
て
、
軍
需
企
業
へ
の
新
規
投
資
又
は
追
加
投
資
の
岡
市
込
蓮
訟
る
進
捗
の

潟
に
凡
有
る
乎
段
を
施
し
て
、
そ
E
に
於
け
ろ
過
小
清
算
刊
の
現
象
排
除
に
刷
る
己
れ
貯
め
た
の
は
、
ま
と
と
に
到
山
の
あ
る
と
と

で
あ
っ
た
。

殊
に
闘
交
の
側
に
於
て
は
、
構
力
を
則
ゐ
て
、
白
尚
経
例
的
金
融
活
路
の
制
約
左
越
え
た
る
軍
需
生
産
資
金
豊
富
化
の
遣
を
打
開

し
た
の
で
あ
る
。
支
那
事
縫
以
来
年
ミ
に
そ
の
強
度
を
加
へ
て
今
日
に
五
れ
弓
我
同
金
融
機
構
の
境
問
H
は、

一
方
に
、
令
-
融
が
戦
費

庭
現
の
支
杭
た
る
べ
き
狭
義
財
政
的
必
要
に
基
〈
と
己
ろ
が
あ
る
に
し
て
も
、
主
と
し
て
ゆ
軍
常
生
産
力
の
念
蓮
蹟
充
の
方
法
と
し

て
諸
生
岸
川
刑
宮
市
南
の
軍
需
品
川
岸
部
門
べ
の
投
問
景
品
川
叶
加
に
要
す
る
資
金
の
澗
津
間
滑
な
ろ
供
給
と
い
ふ
要
請
に
支
配
せ
ら
れ
企
業
の
清

算
性
一
ゲ
一
騎
倒
的
に
調
整
せ
ん
と
す
Z
前
惑
の
如
き
岡
家
施
策
の
影
明
記
号

2
2
0
E
E生
産
力
鏑
充
の
貨
幣
器
産

件
と
し
て
の
企
業
の
清
算
性
の
調
整
に
関
係
寸
る
閣
内
最
施
策
的
獄
極
影
響
は
、
皐
に
狭
義
の
金
融
的
範
聞
に
の
み
存
ず
る
の
で
は
友

〈
、
章
一
部
生
産
物
及
び
諸
生
産
婆
素
の
慣
持
を
縫
っ
て
賀
行
さ
れ
た
る
諸
般
の
岡
家
路
策
が
又
此
の
献
に
軍
大
在
意
義
を
右
す
る
己

と
を
指
摘
せ
ね
ば
左
ら
ぬ
。

つ
ま
り
、
軍
需
生
抽
出
力
抗
充
を
制
約
ナ
る
貨
幣
経
品
川
的
本
礎
と
し
て
の
企
業
の
清
算
性
に
針
し
て
強
力
左
補
強
的
影
響
を
奥
へ
た

る
諸
般
の
同
家
施
策
は
、
生
理
資
金
の
供
給
ぞ
撲
る
も
の
と
、
軍
需
生
産
物
及
び
そ
れ
が
震
の
諸
生
器
手
段
の
債
格
に
閥
ず
る
も
の

と
の
二
方
而
を
持
っ
て
ゐ
る
3

先
イ
生
育
資
金
の
引
給
を
続
問
。
岡
家
施
策
を
見
る
に
、

E
れ
は
一
一
芳
向
に
展
開
し
て
ゐ
る
。
第
一
は



尽
間
資
金
の
運
用
方
向
を
消
龍
、
品
問
櫛
白
南
町
か
ら
祈
制
し
て
、
そ
れ
が
時
局
的
に
不
急
不
要
注
る
方
面
へ
沈
れ
る
ご
と
を
制
限
、

又
は
遮
断
し
、
反
札
制
に
直
接
又
は
間
接
の
軍
需
生
理
事
業
に
劃
し
て
は
可
及
的
に
豊
富
、
潤
揮
在
る
供
給
を
促
進
せ
ん
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
士
山
し
、
金
融
上
陀
於
け
る
白
山
経
抑
的
関
制
を
放
置
す
れ
ば
、
民
間
資
金
は
情
性
に
依
っ
て
確
賛
同
牧
性
と
強
力
牧
盆
性

と
を
の
み
追
求
す
る
私
的
性
格
に
支
配
せ
ら
れ
、

軍
前
生
町
的
資
金
引
給
の
附
策
的
要
請
に
遁
へ
る
方
向
に
流
れ
る
と
は
限
ら
な

い
。
岡
市
或
は
か
〈
て
た
づ
「
臨
時
資
金
調
牲
法
」
に
よ
っ
て
、
非
同
早
稲
生
躍
的
資
金
用
途
を
封
鎖
文
は
制
限
し
た
が
、
線
て
「
合
副
利

ハ
廿
配
首
及
び
者
金
融
司
令
」
を
以
て
柿
何
的
に
軍
需
生
時
的
部
門
に
針
す
る
民
間
資
金
の
同
定
用
淀
的
融
泊
促
進
の
震
に
強
機
的
指

示
を
行
ふ
己
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
最
後
に
は
、
車
に
同
定
的
問
訟
の
み
で
は
注
〈
、
流
動
資
余
を
も
併
せ
て
民
間
金
融

機
闘
の
金
融
方
向
を
金
問
的
陀
閣
策
化
せ
し
む
る
偶
に
、
「
銀
行
等
資
合
運
別
令
」
が
設
け
ら
れ
た
。
第
二
に
、
民
間
資
金
の
情
性
的

同
有
性
た
る
同
収
時
賞
刊
と
唄
力
牧
続
性
と
の
迫
h
A
が
日
早
川
市
生
海
部
門
へ
の
民
間
資
金
流
入
に
針
す
阻
時
間
子
と
た
る
と
と
の
矛
盾

超
越
の
鴻
に
、
閣
家
脊
一
令
及
刊
日
開
安
保
設
資
金
に
よ
る
大
規
模
な
生
白
金
融
的
所
勤
が
起
っ
た
こ
と
を
指
摘
せ
ね
ば
な
ら
ね
。
日
本

川
県
す
銀
行
の
資
力
的
機
能
の
拙
判
定
明
化
、
戦
時
金
融
金
庫
の
創
設
、
産
業
法
備
管
閣
の
設
備
員
上
、
貸
付
、
及
ぴ
融
資
機
能
等
の
諸

制
を
山
中
げ
れ
ば
、
支
那
事
同
盟
以
来
の
最
近
数
年
間
に
於
て
甲
車
稲
生
時
的
資
全
供
給
に
針
す
る
此
の
方
聞
の
岡
実
施
策
が
如
何
に
強
力

に
窪
行
さ
れ
た
か
を
忽
起
ぜ

L
む
る
に
足
り
る
で
あ
ら
号
。
己
れ
に
よ
っ
て
軍
託
生
産
企
業
は
月
有
る
私
的
金
融
の
制
約
を
乗
り
超

ぇ
、
必
要
陀
際
じ
で
遺
憾
左
イ
関
家
的
金
融
援
助
を
受
け
得
る
と
と
に
た
っ
た
。
生
向
的
資
金
準
備
の
方
而
に
於
貯
る
軍
需
企
業
の

清
算
刊
の
強
大
化
は
想
ひ
知
る
べ
し
で
あ
る
。

阿
川
格
政
策
を
繰
る
経
伴
統
制
の
作
用
に
よ
っ
て
、
軍
需
生
産
企
業
の
清
算
性
が
狙
化
さ
れ
た
る
闘
係
は
、
積
桜
、
消
極
白
二
方
面

に
展
開
し
て
ゐ
る
。
先
づ
杭
械
的
方
聞
を
見
ょ
う
。
そ
れ
は
軍
需
生
産
物
倒
怖
の
有
利
化
に
よ
っ
て
、
企
業
の
所
要
資
金
が
迅
速
、

軍
需
企
業
町
生
産
力
と
清
算
性

七



宿
需
企
業
町
生
産
力
と
清
算
性

J、

盟
富
陀
準
備
さ
れ
得
る
や
う
に
な
っ
た
己
と
を
古
味
し
て
ゐ
る
。
己
れ
は
企
業
が
支
出
抑
に
要
す
る
貨
幣
手
段
の
準
備
力
を
強
大
左
ら

し
む
る
思
に
於
て
、
前
漣
の
金
融
的
岡
山
常
助
成
と
同
一
の
迂
誌
を
有
し
て
ゐ
る
。
被
時
経
済
の
安
定
確
保
を
目
的
と
す
る
経
済
統
制

は
白
山
市
場
的
関
格
形
成
機
併
を
杢
剛
的
に
撤
去
魔
除
し
て
、
角
川
別
問
怖
制
、
統
慣
格
制
、
及
び
経
神
階
級
的
二
古
川
債
格
制
等
の

諸
形
式
に
よ
る
同
家
的
問
栴
形
成
機
構
を
採
用
す
る
に
至
っ
た
が
、

し
か
し
、
此
の
際
、
我
々
は
戦
時
軍
需
の
大
規
模
性
と
非
開
力

性
と
が
同
案
的
債
格
統
制
に
も
不
拘
、
軍
需
企
業
を
生
市
物
資
恨
の
閣
係
上
、
必
然
的
に
傾
め
て
有
利
友
地
位
に
立
た
せ
る
傾
向
あ

る
己
と
を
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
在
ら
ね
。
と
の
こ
と
は
、
宵
刑
M
M
m
u
M
系
統
が
統
一
せ
ら
れ
、
千
、
そ
の
た
め
各
系
統
が
購
買
、
褒
注

の
閥
係
上
、
恰
も
桐
互
に
競
争
者
的
態
度
を
以
て
軍
滑
企
誌
と
相
封
ず
る
時
に
、
そ
の
古
義
徒
と
大
と
在
る
。
職
時
に
於
て
技
術
的

思
白
か
ら
生
士
川
崎
ー
が
増
加
し
或
は
供
拾
の
結
針
的
減
少
が
起
る
こ
と
に
よ
る
伺
仙
川
勝
況
の
事
は
官
〈
別
に
す
る
。
原
慣
を
指
礎
と
し

て
汁
算
的
に
閃
併
を
形
成
す
れ
ば
、
市
柑
要
開
係
の
内
部
的
構
造
如
何
に
不
拘
、
生
所
企
業
が
資
慣
関
係
上
特
別
に
有
利
在
地
位
陀
立

ち
得
ペ
ホ
d

根
嫁
た
き
が
如
く
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
皮
相
の
見
に
過
ぎ
な
い
。
需
要
の
非
開
力
的
犬
現
棋
性
と
腕
買
資
金
の
岡
市
沖
性
と

は
賃
際
上
生
注
者
の
立
場
を
組
め
て
有
利
化
し
て
、
統
一
慣
俗
制
陀
於
て
も
な
ほ
か
っ
、
殊
忙
向
別
問
特
例
に
於
て
は
、
各
企
議
が

生
屯
的
能
率
は
如
何
に
劣
悪
で
も
少
く
と
も
油
正
利
刊
を
保
珠
山
さ
れ
得
る
飢
怖
を
認
め
ら
れ
る
に
至
ろ
の
で
あ
る
。
時
と
し
て
企
業

。
岐
市
北
ゴ
計
算
長
上
に
利
川
刊
が
児
え
友
い
場
合
が
あ
っ
て
も
、
追
求
し
て
検
討
ず
れ
ば
そ
の
利
潤
は
複
持
左
下
請
機
構
の
中
に
瀞
入
し

て
ゐ
る
と
と
が
認
め
ら
れ
る
に
淫
び
な
い
。
多
少
共
棺
率
一
両
き
企
業
の
収
議
力
が
岡
崎
仰
の
上
で
如
何
に
恒
夫
友
基
礎
を
有
し
得
e
へ
き

か
は
想
像
に
徐
る
と
い
へ
る
3

突
に
阿
川
格
闘
係
に
持
〈
清
算
性
強
化
機
怖
の
消
械
的
方
而
ー
と
は
、
諸
生
産
手
段
の
成
義
憤
格
が
経
済

統
川
の
彩
習
に
よ
っ
て
、
汗
し
自
巾
終
市
内
下
な
ら
ば
世
川
要
肌
給
品
開
係
に
制
約
さ
れ
て
必
然
的
に
た
ど
り
た
る
べ
き
高
度
総
資
化
傾

向
を
担
〈
抑
制
さ
れ
て
ゐ
る
己
と
を
指
一
T
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
企
業
の
文
梯
要
請
を
軽
減
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
方
式
と
し
て
賃

南謹二湾、メン芦ルハウゼン鴨争の純情革、 164頁ロ



令
一
及
び
諸
物
的
費
材
債
格
へ
の
一
法
令
的
及
び
行
政
的
制
恨
の
事
方
聞
な
る
展
開
と
配
営
D
制
限
並
に
低
金
利
政
策
左
ら
び
に
固
定
資
F

南
消
却
率
引
上
政
策
等
の
諸
手
段
が
と
ら
れ
て
ゐ
る
。
と
と
に
も
生
庵
能
率
改
善
へ
の
買
淑
な
努
力
を
阻
む
事
怖
が
あ
る
ロ

以
上
、

E
己
数
年
来
に
軍
需
生
庵
力
担
化
の
方
式
と
し
て
と
ら
れ
た
生
産

T
段
投
間
最
増
加
策
寅
現
の
過
程
に
於
て
、

と
れ
が
経

作
的
保
件
と
し
で
市
川
市
企
業
の
品
川
算
力
が
閥
家
的
佐
川
策
陀
よ
り
、
種
々
た
る
形
態
を
以
て

Mm
力
制
加
せ
ら
れ
た
と
と
を
持
摘
し
た
の

ぜ
あ
る
つ

と
の
日
阜
市
企
業
の
清
押
井
出
柿
強
策
が
市
中
市
部
門
の
生
月
規
模
を
飛
躍
的
に
術
犬
し
た
敷
町
市
の
著
大
な
る
こ
と
は
い
ふ
ま
で

も
た
い
。

し
か
し
、
軍
需
免
理
そ
の
も
の
の
資
坑
的
品
川
川
押
川
氏
現
の
方
法
は
、
本
稿
段
初
に
い
へ
ろ
如
〈
、
車
に
川
口
同
技
部
門
へ
の
諸
角

市
手
段
投
用
凡
一
旦
一
手
品
川
加
す
る
こ
と
だ
け
に
作
す
る
の
で
は
左
い
。
そ
れ
と
共
に
他
の
側
而
の
方
法
た
る
生
産
手
段
、
叫
川
中
岬
労
働
及
び

資
材
の
使
用
上
の
生
占
的
殻
翠
の
榊
迩
か
一
こ
そ
、
現
段
階
の
生
直
情
強
追
求
過
程
に
於
て
特
に
切
賢
な
る
附
心
針
後
た
ら
し
め
ね
ば

た

ιぬ
こ
と
は
、
凡
て
の
峨
f
f
常
事
同
殊
に
花
岡
の
段
呪
県
川
崎
温
で
あ
る
。
然
る
に
、
ヒ
辿
の
如
〈
、
市
目
指
企
廷
の
清
算
性
が
到
も

す
れ
ば
著
し
き
過
剰
欣
態
に
附
り
易
い
事
情
に
あ
る
己
会
は
、
岡
家
本
位
的
企
弐

m
Aぴ
勤
持
視
が
如
何
に
作
興
さ
れ
て
も
、
ま
た

官
械
的
庇
却
が
如
何
に
高
度
化
さ
付
て
も
、

た
ほ
か
つ
事
寅
上
は
怯
川
崎
双
方
の
軍
需
生
布
捻
品
川
者
を
し
で
諸
生
産
千
段
使
用
上
内
放

3 事
。ガ7
官進
民策
双に
方つ
のき
軍民
活銅
生た
13 る
捻ヱ
同「一

者 l己
が努
軍ブ1
品?せ
企ん
Aとと
のす

滑る
牛r _→L 
H 諒
lL が1

2道
三を
目， m
む

ゐ
と

マご 一-
tハご

f¥ 

ーの

主主
f作所千，e ル侭
いイ'F
ふ的
11- jn~.' 
や碍
iJ通に

さ友
れっ
たて
HJ， ，ゐ
態る
}ζ 0) 

;j;;-で
かあ

れ
て
ゐ
た
の
で
は
、
諸
生
産
手
段
の
使
用
上
の
殻
率
哨
匙
に
閲
し
て
切
迫
せ

Z
良
似
の
態
度
に
立
つ
べ
き
経
消
的
保
件
が
快
如
す
る

と
い
ふ
事
A

質
的
結
果
に
た
る
。
或
は
そ
己
に
軍
需
企
業
の
避
け
維
を
」
特
質
的
根
徴
が
存
し
て
ゐ
る
か
の
如
〈
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
決

し
て
全
〈
除
か
れ
種
い
弱
貼
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
、
資
本
に
閲
し
て
は
聞
家
資
本
や
岡
策
的
強
制
融
資
が
一
般
化
し
、
加
ふ

る
に
需
要
者
が
岡
家
で
あ
る
と
こ
ろ
の
軍
首
生
産
に
於
て
は
、
事
賃
上
、
企
業
の
遇
制
清
算
性
が
最
も
容
易
に
起
り
易
い
己
と
は
特

軍
需
企
業
町
生
産
力
と
清
算
性

九



軍
需
企
業
の
生
産
力
と
清
算
性

。

に
・
日
立
し
て
会
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
閉
山
由
が
ど
こ
に
あ
る
か
峰
、
民
恨
の
・
い
し
に
封
し
て
更
め
て
指
摘
す
る
士
で
も
な
い
と
忠
ふ
。

g
 
n
 
u
 
m
 
e
 
n
 
e
 

企
廷
の
清
算
刊
度
は
企
業
の
生
用
力
琳
強
に
到
す
る
鰹
術
的
保
何
と
し
て
、
双
叫
の
偲
た
る
作
用
を
持
っ
て
ゐ
る
。
一
両
に
於
子
k

hn
 

モ
れ
は
、
生
産
要
素
投
用
円
虻
増
加
に
よ
る
絶
針
的
生
産
力
府
間
の
銭
の
石
可
日
間
的
保
件
で
あ
る
が
、
他
刷
比
於
て
そ
れ
は
生
花
要
素
出

使
川
上
の
生
涜
的
投
準
府
池
へ
の
努
力
主
妨
げ
弓
説
作
間
的
結
県
を
も
生
じ
易
い
。
我
凶
の
軍
将
生
烈
附
強
追
求
の
方
式
と
し
て
、
凶d
 

主
昨
諸
巾
身
長
の
故
事
情
引
退
が
賀
線
に
と
り
あ
げ
ら
る
べ
き
一
現
段
階
に
於
て
、
域
市
中
山
企
業
の
清
算
恒
柿
強
が
生
時
力
強
化
の
と
に
は
た
山

ら
イ
尽
泣
の
錦
た
る
円
用
の
涜
械
的
方

FZJか
し
て
必
喫
た
る
賞
金
の
快
給
を
同
滑
に
し
刀
つ
文
捌
負
4

併
を
料
滅
す
る
と
共
に
己
川立e
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四

結

首

れ
が
治
倒
的
方
耐
を
抑
制
し
て
生
町
要
素
の
能
率
増
進
に
向
っ
て
民
級
友
る
労
力
を
捌
は
し
む
る
こ
と
へ
の
時
砕
を
除
く
に
は
知
何

に
す
Jt
き
か
。
鴨
力
府
強
策
上
の
喰
川
町
深
酒
と
在
る
の
で
あ
る
。
凡
そ
今
日
の
終
消
論
は
、
企
業
の
国
家
性
明
徴
白
必
婆
や
或
は
又

ー
山
本
の
円
山
経
神
的
金
融
右
式
を
趨
立
す
弔
問
四
円
余
資
本
及
び
国
家
的
金
融
統
制
の
向
現
の
必
然
性
と
慢
越
性
と
を
論
究
す
る
己
と
の

み
に
仔
品
川
し
て
ぬ
て
は
た
ら
ね
の
で
あ
る
ョ
へ
，
H
は
誕
に
一
車
進
ん
で
、
そ
れ
ら
の
新
経
桝
様
式
が
持
つ
特
白
性
怖
の
認
識
に
立
脚

し
て
、
長
所
を
助
成

L
M
川
を
仙
弧
改
草
川
ず
る
こ
と
の
工
夫
が
、
緊
急
心
経
桝
問
題
に
左
ら
ね
ば
な
ら
ね
。
己
己
に
清
算
性
の
角
度

か
ら
‘
市
川
市
金
誌
の
生
舟
力
を
検
討
し
た
の
も
、
ぞ
の
趣
日
忙
川
て
ゐ
る
。
軍
需
企
吋
し
の
清
算
性
に
於
け
る
特
殊
事
情
に
制
約
さ
れ

ご
中
-
中
る
と
と
ら
の
生
市
能
率
随
時
的
作
用
の
克
服
に
は
、
椛
と
な
る
万
式
が
可
能
で
あ
る
が
、
機
合
を
か
へ
て
品
川
究
し
た
い
。
し

か
し
、
企
業
の
清
算
性
の
旭
川
皮
を
維
持
す
る
こ
し
が
市
ぽ
宅
南
力
哨
強
の
鴻
に
必
須
な
る
経
消
的
燦
件
で
あ
る
心
で
あ
っ
て
、
過

小
久
川
相
刊
を
泣
く
べ
き
で
あ
ろ
と
同
時
に
、
中
古
守
川
可
刊
要
点
殊
に
弔
要
資
材
の
い
日
間
皮
妓
率
的
利
用
の
追
求
に
針
し
て
は
、
過
剰
清
算
性

が
決
定
的
障
碍
売
る
こ
と
を
E
己
に
明
一
一
品
川
し
、
以
て
時
践
を
知
る
識
者
殊
に
軍
需
行
営
局
白
明
察
に
訴
へ
て
h
d

き
た
い
の
で
あ
る
。
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